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１ 趣 旨

・長い歴史の中ではぐくまれ、今日まで守り伝えられてきた貴
重な財産であり、まちの宝である。

・人々の営みと密接に関わりながら地域に深く根ざし、その地
域を特徴づける風土や気風、「その土地らしさ」などにも影響を
与え、地域への誇りや自らのアイデンティティにつながるもの。

一人一人が豊かに生きることのできる
「住みやすいまち」「住み続けたいまち」西東京市へ

「文化財」 とは

文化財を保護し、地域の歴史文化を未来につなぐことにより



文化財の保存・活用、普及啓発を
市民協働により確実に進める

２ 市の計画等

➡ 文化財の保存・活用の基本構想と施策を含包

➡ 史跡の本質的な価値を明確化し、確実に保存・管理するための基本方針

◎令和６(2024)年 第２期西東京市文化財保存・活用計画策定

➡ 文化財の保存と活用を確実に進めるためのアクション・プランの側面も
強めた計画

◎平成13(2001)年 西東京市文化財保護条例制定

◎平成15(2003)年 西東京市文化財指定基準制定

◎平成28(2016)年 西東京市文化財保存・活用計画策定

◎平成30年(2018)年 史跡下野谷遺跡保存活用計画策定

◎平成31（2019）年 史跡下野谷遺跡整備基本計画策定

➡ 史跡下野谷遺跡を適切に保存し、確実に後世に継承するための内容

◎平成27年(2015)年３月10日 下野谷遺跡国史跡指定



３ 地域総がかりで文化財を守り育てる

5つの目標
・知る・広める
・守る
・活かす
・つなぐ
・場を作る



４ 文化財の保存と活用 ５つの目標に向けた実績

下野谷遺跡
「VR下野谷縄文
ミュージアム」

下野谷遺跡
「圧痕倶楽部」
誰もが研究者！

知る・広める

守る

下野谷遺跡
「落ち葉掃チャレンジ」

まちなか文化財
「３D技術を用いた石造物
などの記録作成」



下野谷遺跡×地元商店会「駅前モニュメント」「駅前イルミネーション」「オリジナル商品の開発」

活かす（連携）

下野谷遺跡×
多摩六都科学館
「科学の視点で考古学」

下野谷遺跡×
地域学校協働活動
「土器型クッキー
ドッキ―をつくろう！」



東伏見小学校「したのや学習」

つなぐ

保谷のアイ「市民が講師となる講演会」 名勝小金井（サクラ）「観桜＆解説会」

まちなか先生「昔の道具しらべ」

したのや縄文の里 秋まつり
「したのやムラの語り部」
「ココスポ！じょうもんず♪」



秋まつり「学習発表の場」

「体験の」（土器補修体験）

「史跡整備」
「里山つくり隊」

場を作る

下野谷遺跡

郷土資料室

「調査研究・収集・展示の場」 「学習発表の場」 「体験の場」（中学校職場体験 土器補修体験）



５ 令和７年度 文化財の保存と活用 取組予定
開催日 場所 事業名

令和７年4月 小金井公園近隣（玉川上水沿い） 名勝小金井（サクラ）「桜樹接種碑」 解説会

5月 したのや縄文の里（下野谷遺跡整備地） 春まつり「縄文のムラで春風と遊ぼう！」

７月～8月 郷土資料室 サマーフェスタ（トレジャーハンター歴史の宝物探しなど）

９月～11月 郷土資料室 茨木のりこ特別展「守りぬこうこのなんでもないしあわせ」

９月～ したのや縄文の里（下野谷遺跡整備地） 遺跡解説ガイド用モニター設置

10月 したのや縄文の里（下野谷遺跡整備地） 第19回したのや縄文の里 秋まつり

11月 下保谷四丁目特別緑地保全地区 保谷のアイ

1２月 郷土資料室 史跡指定10周年記念シンポジウム開催

令和８年１月 郷土資料室 地域博物館ワークショップ

史跡地の拡大（追加指定・公有地化）、竪穴住居模型作成（竪穴つくり隊）、縄文植生実験（里山つくり隊）、ガイド

ボランティア育成（したのやの語り部）、模擬原子爆弾解説板設置・講演会、科学の視点で考古学・プラネタリウム縄

文の星空（多摩六都科学館連携事業）、縄文スタンプラリー（北多摩５市との連携事業）、土器３Ｄ化とデジタルアー

カイブ掲載、まちなか先生、地域学習推進課地域連携プログラム（社会科見学、民具の授業等）、下野谷遺跡解説（学

校、他自治体や団体の視察・見学対応）、市立中学生職場体験、落ち葉掃チャレンジ、学生による出土品整理（早稲田

大学ほか連携） など



地域博物館「博物館ワークショップ」

史跡下野谷遺跡10周年記念事業 「史跡指定１０周年シンポジウム」

竪穴住居の模型作り「竪穴つくり隊」
まちなか文化財の周知
「模擬原子爆弾解説板設置」

６ 令和７年度 文化財の保存と活用 取組予定例 ※写真は以前実施した類似例など


